
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 かけはし② こたえ 名前

実験のくふう ステップ2 月 日

学校の理科 → かけはし ステップ ① ② ③ → 単元プリント「実験のくふう」

1 1つだけ変えた組から、わかること 基本

氷が全部とけるまでの時間を、氷をのせる台・氷の大きさ・部屋の温度を変えてはかりました。(数は、

この問題のための実験の結果です。)

実験 ① ② ③ ④ ⑤

氷をのせる台 アルミ 木 アルミ アルミ 木

氷の大きさ 大きい 大きい 小さい 大きい 小さい

部屋の温度 20℃ 20℃ 20℃ 30℃ 30℃

とけきるまでの時間(分) 30 45 20 24 29

(1) ①と②を比べると、台を「アルミ」から「木」にすると、時間は 30分から45分に、 長く  なり

ます。(長く・短く)

(2) ①と③を比べると、氷を「大きい」から「小さい」にすると、時間は 30分から20分に、 短く

なります。

(3) ①と④を比べると、部屋の温度を20℃から30℃にすると、時間は 短く  なります。

2 言える・言えない 標準

結果からはっきり言えるものは○、結果と合わないものは×、この実験だけでは決められないものは

△にします。

(4) 「木の台は、アルミの台より、とけるのに時間がかかる」… ○

ヒント ①と②の結果を使います。

(5) 「部屋の温度が高いほど、氷はとけるのに時間がかかる」… ×

ヒント ①と④では、温度を高くすると時間はどうなりましたか。

(6) 「氷にまぜる食用色素は、とける時間に関係する」… △

ヒント この表の実験の中で、食用色素を変えた実験はありますか。

(7) 「①と③の結果がちがうのは、氷の大きさがちがうからである」… ○

ヒント ①と③で、ちがう条件はいくつありますか。
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